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本来、議会の議決・決定を経なければならない事柄について、町⻑が
地⽅⾃治法の規定に基づいて、議会の議決・決定の前に⾃ら処理すること。専決処分

一般会計補正額　+9,323 千円　　補正後合計額　13,177,592 千円

令和４年度補正予算P UPUPick

10月13日 1 人傍聴人数会期日程

専決処分の報告、補正予算 2 件を
全会一致で可決

審議内容10月
議会
で

決ま
った
こと

審議の一部を抜粋して掲載していま
す。他の審議内容はホームページまた
は、情報開示コーナーでご覧ください。

この QR コードからもどうぞ
P UPUPick

こ
こ

がポ
イント

防水シートまた補修で57万円

長い目で見て効率的な購入を

問　田代東部小体育館の屋根補修工事の予算が
あるが、どのような内容か。
社会教育課長　台風14号で屋根の防水シート
が２カ所剥がれた。今回は、そのシートを張り
直し、継ぎ目にもう１枚重ねて２枚ずつ張り、
土のうを追加で51個設置してシートを抑える。
問　シートを土のうで抑えるだけだと、台風な
どでずれるたびに補修が必要になってくる。上
からトタンか何かを被せて打ち付ける方法もあ

問　備品購入費でチェンソーが購入されている
が、どこから購入したか。
建設課長　町内のホームセンターから購入し
た。
問　このような専門的な機械は、ホームセンター
で購入すると壊れたらそれで終わり。修理して使
うことができない。これから風水害が多くなるか

ると聞いたので検討してはどうか。
社会教育課長　屋根の素材はスレートでコン
クリート製で、ここに釘で抑えるということは
できないので、土のうを使っている。
問　できないというのは、どのような考えから
か。
社会教育課長　実際に上ってはいないが、素
材がスレートと業者に聞いたので、釘で抑える
ことはできないと判断した。

と思うので、専門店の場合、購入時は少し高いが、
長い目で見ると安い品物になるのではないか。
建設課長　今回は、台風被害対応の作業中に
以前のチェンソーが故障して、大至急必要だっ
たのでホームセンターで購入した。今後はその
ようなことも踏まえて、購入の際は検討する。

会計名 補正額 補正後合計額
一般会計 　+116,207 千円 　13,293,799 千円

水道事業 資本的⽀出 　+3,300千円 261,007 千円
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　10月24日、美里町議会議員（９名）及び議会
事務局職員（２名）が研修のために本町議会を訪
問した。
　美里町議会は、本年４月に改選が行われ、５月
から上田議長のもと、新体制で議会活動を行なっ
ている。この日訪問した議員は６月に立ち上げら
れた「議会活性化特別委員会」の委員で、新人議
員4名も入っていた。
　これから『議会基本条例』を作ろうとしていお
り、その参考にしたいと、議会基本条例を持つ本
町議会を尋ねて来られ、議会改革推進特別委員会
が対応した。
　研修の流れとしては、御船町議会基本条例制定
に至る経緯や条例の主な内容等について、委員長
が説明し、その後質疑応答に移った。基本条例制
定時の質問は、制定に関わった議員経験の長いベ
テラン議員が答弁し、基本条例に基づく最近の活
動等の質問は、参加した全議員がそれぞれに率直
に意見を述べる形で具体的に回答したので、場の

雰囲気も次第に打ち解け、和やかなものに変わっ
ていき、親睦も深まったように感じた。
　御船町議会基本条例の制定は平成22年３月で
熊本県初、通年議会については九州初というもの
で、制定時の先輩議員の卓抜した先見と併せて、
制定に向けての尽力に改めて思いを致す機会とも
なった。美里町議会の基本条例制定に向けた動き
に心からエールを送りたい。

視察受入

美里町に議会基本条例を伝授
議会改革推進特別委員会 委員長　岩永 宏介

委員会報
告

予算・決算委員会審議に向けて要領素案作成
予算決算審査検討特別委員会 委員長　 福永 啓

　御船町議会ではこれまで、通例で「本会議主義」
となっており、陳情・請願を除くほぼすべての議
案が、本会議のみで審査されてきた。
　以前より、議案の審議等について委員会の活用
が議論されており、特に予算・決算審査について
は、議会における大変重要な権能の一つであるこ
とから、予算決算審査・調査をより充実させる観
点からも、調査権のある委員会における審査・調
査が適当ではないか…等といった議論が交わされ
てきたものの、具体的な協議までには至らず、そ
の後も本会議での審議にとどまっていた。
　しかし今般、予算・決算審査検討特別委員会が
設立され、予算、決算の委員会審議に向けて具体
的な協議が始まり、これまで月2回ほどのペース

で委員会を開催し、先進事例の研修や、複数の専
門家からの意見聴取などを実施し、委員会審議の
経過ついてはその都度、議会広報等でお知らせし
てきたところである。
　今回の委員会では、「予算決算審査・調査に係
る委員会要領の素案」という形で、これまでの委
員会審議内容をまとめ、委員外の議員に対しても
できるだけわかりやすく示すこととした。
　その後、全員協議会で委員外の議員の意見を聴
取したうえで、後日執行部との協議を行い、それ
らを踏まえて、委員会としての最終案を作成する
予定である。

3



　栗山町議会は、わが国で最初に議会基本条例を
制定した町で、本町の議会基本条例制定にあたっ
ては視察研修等を含めて色 と々お世話になった議
会だと先輩議員から聞いていた。
　以下、御船町議会の今後のあり方に参考となる
と思われる事例や視点を列挙する。
①従来の行政チェック機関から脱皮し、住民目線

で活動、行動する議会に変容している。
②住民が参画できる開かれた議会づくりを目指して

いる。
③栗山町議会基本条例は、4年半に及ぶ議会改革・

活性化策の集大成として制定された。
④議会基本条例を状況に応じて見直し、これまで

10回の改正を行なっている。
⑤議会報告会（全国2例目）を補完する「出前報告会」

を実施している。これは学生・若者・女性・子育
て世代の団体やグループ等を対象として、議員
数名が出かけて行って懇談会を行なうもの。

⑥議員相互の自由討議の推進に努めている。これ
は自由かっ達な討議により、単純な賛否、是非
よりも議員間で討議を行うことで合意形成を図
ろうとするもの。

⑦政務活動費の使途の透明性を確保するため、税
理士による監査を実施している。

⑧議会のデジタル化の推進に努めている。議員に
貸与されたタブレットは外出先でも使用可能であ
る。ただ、活用には個人差がある。

「出前報告会」で多様な住民が参画
議会改革推進特別委員会 委員長　 岩永 宏介

　白老町議会は、議会内に政策研究会を設け、執
行部に対する政策提言などを積極的に行っている
先進的な議会である。議会からの政策提言が町の
施策に反映されている面も多く、研修の冒頭、白
老町長から「政策提言は執行部にとってもありが
たい」という発言もあった。
　情報公開にも力を入れている白老町議会では、
定例会・議案説明会のほか、特別委員会の会議の

様子が動画で生配信されており、年間 1500 件ほ
どのアクセスがあったとのことだった。
　また、御船町議会で現在検討している予算・決
算の委員会審査・調査においても、白老町議会で
は特別委員会による審査・調査がすでに導入され
ており、当初予算及び決算においては、おおむね
３日間の委員会審査・調査が行われていた。

議会の政策提言を町政に反映
予算決算検討特別委員会 委員長　 福永 啓

１日目

２日目

①10月5日　白老町議会「予算決算特別委員会の運営について」「議会改革の取組みについて」
②10月6日　栗山町議会「議会デジタル化について」「議会改革・活性化について」
③10月6日　三笠市立博物館「三笠市立博物館の運営について」

10月5日～7日 北海道
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昭和30年代に町村合併から生まれた三笠市は、
6万人を超える自治体として誕生した。時代の流
れに伴い、主産業であった炭鉱が閉鎖され、現在
では約8千人になり厳しい財政状況である。平成
21年4月「三笠市未来づくり基本条例」を制定し、
アンモナイト化石を中心としたジオパークを建設
し、町おこしに取り組んでいた。人口減少に伴う
厳しい行政のかじ取りはとても大変だと感じた。

御船町の人口は近年1.7万人と安定しているが、
未来へ向けた町政の安定運営が如何に大切である
か実感した。今後も議員として御船町の繁栄と発
展を誓い職責を果たして行こうと思った。

三笠ジオパークで町おこし
総務常任委員会 副委員長　 増田 安至

２日目

　5 月の議会報告会（議会広報№ 179 参照）で「町民が安心して生活できる地域となるよう、
御船川の改修は喫緊の問題だが、若宮口から小坂橋までの工事が最近全然行われていない。」と
いう意見を受け、10 月 27 日に議長と副議長が緑川上流出張所を訪問し、国土交通省九州地方
整備局熊本河川国道事務所長へ

「御船川の堆積土砂撤去について
の要望書」を提出した。
　御船町は、昭和 63 年 5 月の集
中豪雨で甚大な被害をうけたが、
大規模改修が行われ、現在まで
堤防氾濫するような大水害は発
生していない。しかし近年多発
する記録的豪雨等により、昨年
も御船川において氾濫危険水位
を超え、住民に避難を呼びかけ
た。

 

動要 望 活

報告会意見を受け御船川堆積土砂の撤去を国へ要望

三笠市立博物館で学芸員の説明を受ける議員ら
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12月2日	 全員協議会
12月8日	

12月8日	 産業厚生常任委員会 
	 （議会終了後）
12月26日	 御船地区衛生施設組合 
	 臨時議会（予定）

議会の予定12月
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